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1 ．まえがき 

デジタル放送ではマルチメディアデータ放送や双方
向通信のほかに、チャンネルの多重化が可能であるた
め、1 つの放送事業者が複数の番組を同時に放送す
ることが可能である。また、個人の趣味嗜好の多様化
により、放送コンテンツの多チャンネル化が進むと予
想される。その一方で、多チャンネル化に伴いリアルタ
イムに自分の欲しい情報を取得することが困難になる
ことが予想される。 

本稿では、デジタル放送多チャンネル環境下にお
いて、リアルタイムに放送されている複数のチャンネル
から自分の欲しい場面を効率よく録画するための手法
として、番組監視スケジューリングおよび複数チューナ
ーを利用した場面録画手法ついて提案する。 
 

2 ．デジタル放送向け場面録画手法 

2.1.従来のテレビ放送ユーザ支援と課題 
現在のアナログテレビ放送におけるユーザ支援手

法の一例として、DVD レコーダーにおいて、EPG(電
子番組表)を利用した簡単番組予約機能がある。例え
ば、文献[1]では、あらかじめユーザが指定しておいた
ジャンルやキーワードを含む番組のリストを EPG から
取得し、そのまま番組予約することができる。そのため、
自分の嗜好情報をテレビ番組表から探す手間を省い
ている。また、チューナーを複数用意することで、嗜好
番組が重複する場合にも対応しているものもある。 

一方、ユーザの要望として、見たい場面のみを録画
するなどの機能が望まれているが、EPG を利用した録
画手法では、番組全体を録画するため、録画後にユ
ーザが嗜好場面を探索する必要がある。チューナー
の数を増やすことで複数のチャンネルを同時に監視
することが可能であるが、チャンネル数分のチューナ
ーを用意するには高コストになってしまう。 

2.2. デジタル放送向け場面録画手法 
デジタル放送向け場面録画手法として、Fig1(a)の

ようなシステム構成とする。デジタル放送における映像

連動データ放送では、Fig1(b)に示すように、まず映

像に関するコンテンツをカルーセルデータとして、周

期的に繰り返し放送した後、映像開始をトリガーにして

画面上にコンテンツを表示する。コンテンツは BML と

呼ばれる XML系の記述言語で記述されている。 
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本手法では、嗜好場面の判定としてカルーセルデ

ータを利用し、ユーザが指定した嗜好キーワードとカ

ルーセルデータの文字列の一部と一致した場合に録

画をする。Fig1(b)の例では、ユーザ嗜好キーワードが

1-B のコンテンツ上に存在した場合、それをユーザの

嗜好場面と判断し、その場面の映像が開始されると同

時に録画を行う。これにより、リアルタイムにユーザの

嗜好場面を録画することができる。 
このとき、1 チャンネルのみでなく、複数のチャンネ

ルを監視することが望ましい。しかし、複数のチューナ

ーがそれぞれ 1 チャンネルを監視する方法では、同

時に複数のチャンネルを監視することは可能であるが、

チューナーのコストおよび消費電力が問題となる。 
 

3. 番組監視スケジューリング 

3.1. 監視優先度の設定 
2.2 節の課題の解決手法のひとつとして、１つのチュ

ーナーが複数のチャンネルを監視するための番組監
視スケジューリング手法について述べる。1 チューナ
ーで複数のチャンネルを単純に時分割で巡回監視す
る場合、ユーザの興味のないチャンネルも監視対象と
してしまうため、欲しい情報を見逃す確率が高くなる。
そこで、ある番組に対してユーザが欲しい情報を含む
確率を監視優先度と考え、監視優先度が高いチャン
ネルを優先的に監視するスケジューリング方式を採用
する。 

例えばユーザの嗜好キーワードとして、「朝青龍」と
入力した場合、EPG や番組データベースなどを利用し、
相撲やスポーツジャンルの番組の監視優先度を高く
する。これにより、嗜好キーワードに関連した番組を優
先的に監視することで嗜好場面の取得確率を高める
ことが可能である。 
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3.2. 監視スケジューリング 
監視優先度に応じて監視スケジューリングを行う例

として、監視頻度と監視時間を利用した優先度スケジ
ューリングを提案する。 

Fig2(a)は監視頻度を利用した例である。監視優先
度の高いチャンネルの監視頻度を高く設定することに
より監視頻度が高いチャンネルの監視総時間が長くな
る。Fig2(b)は監視時間を利用した例である。監視優先
度の高いチャンネルの監視時間を長く設定することに
より、監視時間が長いチャンネルの監視総時間が長く
なる。これらの手法によりユーザが嗜好場面を取得す
る確率を高めることが可能である。 

 

4．複数チューナー利用による場面録画手法 

4.1.複数チューナーの利用 
3 章で提案したチャンネル監視手法によって複数の

番組を効率よく監視することが可能であるが、１チュー
ナーで実施した場合、録画中にチューナーがロックさ
れるため、その間番組監視をすることができない。その
ため、録画中にユーザが嗜好する場面を録り逃すお
それがある。 

そこで、複数のチューナーを用意する。例えば、機
能ごとにチューナーを利用することにより解決可能で
ある。Fig3(a)のようにチューナー1 を録画専用、チュー
ナー2 を監視専用に使い分ける。この場合、チューナ
ー2 でチャンネル m 中に嗜好場面を発見した時点で
チューナー１に対してチャンネル m の録画命令を行う。
チューナー1 が録画動作を行っている場合についても
チューナー2 が監視動作をおこなっているため、録画
中の裏番組についても常に監視が可能である。本例
では、各チューナーの機能を限定することにより、各チ
ューナーの制御を容易にできる反面、同時に複数の
チャンネルを録画することが不可能である。 
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本問題を解決するために、Fig3(b)の複数チューナ
ー監視を提案する。本手法では、各チューナーに録
画と監視の双機能を用意する。通常すべてのチュー
ナーは監視動作にあり、嗜好場面を発見した場合に
のみ録画動作を行う。 

Fig3(b)の例の場合、チューナー1 が番組監視中に
チャンネル m において嗜好場面を発見したため、チャ
ンネル m の録画動作を行う。この間チューナー2 にお
いても監視中に嗜好場面を発見した場合は録画動作
を行う。 
これにより、複数の番組で嗜好場面が存在する場合に
おいてもチューナーの数分の場面録画は保証される。
また、複数の番組の監視をチューナーの数分で分割
を行うので、１チューナーあたりの監視範囲が狭まり、
よりリアルタイムな嗜好番組監視を行うことが可能であ
る。ただし、本手法ではチューナー制御が１チューナ
ーの場合より複雑になり、複数のチューナーが同一の
番組を録画しないように排他制御処理を行う必要があ
る。 

 

5．まとめ 

 本稿では、デジタル放送における嗜好場面録画を低
コストで行うための複数チャンネルの監視スケジューリ
ング手法を提案し、考察した。また、複数チューナー
による嗜好番組録画手法についての考察を行い、嗜
好場面の録り逃し回避やチューナーの効率化につい
て述べた。今後は各チューナーが録画・監視の双機
能を保持することを前提に相互排除手法について検
討を行う予定である。 
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